
 一方で，これらの性質を合わせもち，分布が狭まってい

てもおかしくないのに，そうなっていなかった種もいます．

ツミ（繁殖力の低い中型種），ハクセキレイ・シメ（農地を利

用する中型種），アカショウビン・クロツグミ・ツツドリ（長距離

渡りを行う中型種）などがその代表例です． 

 このうち，アカショウビン・クロツグミ・ツツドリは，探鳥会な

どで観察されなくなってきている地域もあり，注意が必要だ

と言えます．一方，ハクセキレイ・シメを見なくなったという

話はあまり聞きません．これらの種は市街地でも比較的よく

見られますから，市街地に生息できることはその種が減少

しにくくなる一つの要因かもしれません．しかし，1990年代

初めまで市街地へ分布を広げていたツミは，その後再び

分布を狭めているようで

す．ですから，「市街地に

生息できる鳥類」であって

も実際は分布が狭まって

いたり，これからそうなる

かもしれません． 

 このように，減少している種がもつ性質に注目して個別の

観察結果を見なおすことで，気づくこともあります．また，今

回検討した他にも減少しやすい鳥の性質があるかもしれま

せん．皆さんの見ている鳥ではどうでしょうか？ 

【天野達也 農業環境技術研究所】 

 日本では1970年代後半と1990年代後半に全国で繁殖期

の鳥類分布調査が行われています．このデータを用い，計

140種の日本で繁殖する鳥の中で，どのような性質をもつ

種がこの20年間で分布を狭めているのか検討しました．こ

の研究では10種類の性質に注目しました（表）．どれもこれ

までの研究によって，減少している生物が共通して持つ性

質として注目されているものです． 

 解析の結果，日本で繁殖する鳥のうちこの20年間に特に

分布を狭めている鳥には，（１）体重が中くらい（30～200

ｇ），（２）繁殖力が低い，（３）コロニーで繁殖しない，（４）長

距離渡りを行う，（５）農地を利用する，といった性質を複数

もっている種が多い

ことがわかりました．

例としては，ウズラ・ヒ

ク イ ナ・タ マ シギ（農

地 を 利 用 す る 中 型

種），ア カ モ ズ・チ ゴ

モズ・シマアオジ（長

距離渡りを行う中型

種），ヨ タ カ（繁 殖 力

が低く，長距離渡りを

行う中型種），などが

挙げられます． 

 「最近○○が減っている」．鳥好きの会話，各地の探鳥会

からの報告，学術雑誌に掲載された論文…，あちこちでそ

んなことが言われています．年々増えていくこのような断片

的な報告を，そのままにしていては，なにが問題なのかが

見えてきません．そこで私たちは，減少している鳥類が共

通してもつ性質を明らかにすることを試みました． 

 会員の天野達也です．森林総合研究所の山浦さんとの

論文がBiological Conservation に掲載されましたので，紹

介させていただきます． 
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結局のところ、減ってるのはどんな鳥？ 

～ 減っている鳥の性質を見極める～ 

 これらの結果から，どんなことが言えるのでしょうか？ひと

つには，分布を狭めている鳥の性質と関係が深い環境の

変化が，他の環境の変化よりも大きな問題であるということ

を示せるのではないでしょうか．例えば，体重が中くらいで

繁殖力が低い，という性質をもつ種は，生息地の消失や分

断化に弱い種であると言われています．今回の結果は近

年日本の鳥類が直面している脅威として，生息地の消失・

分断化が重大であることを示しているのかもしれません． 

 長距離渡りを行う種や農地に生息する種が減少している

という現象は，欧米でもよく報告されています．いくつかの

国では，農地に生息する鳥類が減少した原因を明らかに

することで，具体的な対策を

政策に取り入れています．日

本でも，長距離渡りを行った

り農地を利用したりする鳥類

が，なぜ減少しているのかと

いう問題に取組んでいく必要

があるのではないでしょうか． 

 検討した鳥の性質 分布縮小種 

1   体重 中（30～200ｇ） 

2 繁殖力 

（年繁殖回数×一腹卵数） 

低い 

3 巣の地上からの高さ  

4 利用する環境の種類数  

5 一夫一妻かどうか  

6 コロニー性繁殖を行うか 行なわない 

7 長距離渡りを行うか 行なう 

8 元々の分布域が狭いか  

9 農地を利用するか する 

10  森林を利用するか  

表． 検討した鳥の性質と20年間に分布が狭

まっている種が複数持っている性質． 

分布が狭まっている鳥類の特徴 １． 減少していてもおかしくないのに？ ２． 
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